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一
、
は
じ
め
に

　

山
井
切
は
、『
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
に
、

弘
誓
院
教
家
卿

　
　
　

山
井
切　

朗
詠
哥
二
行
書
墨
卦
朱
星
ア
リ

と
あ
り
、伝
称
筆
者
を
九
条
教
家
と
す
る『
和
漢
朗
詠
集
』の
断
簡
で
あ
る
。

九
条
教
家
は
、
鎌
倉
前
期
の
公
卿
で
、
後
京
極
良
経
の
次
男
で
あ
る
。『
新

撰
古
筆
名
葉
集
』
に
は
、
山
井
切
の
ほ
か
、「
四
半　

新
古
今
」「
同　

カ

ナ
法
華
」「
同　

歌
合
」「
小
四
半　

新
古
今
」「
六
半　

新
古
今
」「
巻
物

切　

仏
書
」
が
挙
げ
ら
れ
る
な
ど
、
能
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
た
人
物
で

あ
る
。

山
井
切
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
の
は
京
都
国
立
博
物
館
蔵
の
国
宝
『
藻

塩
草
』
所
収
の
も
の
で
、
そ
の
他
に
は
数
葉
が
存
す
る
の
み
で
あ
る
。

詳
細
な
詩
題
注
記
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
朱
点
や
墨
点
な
ど
が
付
さ
れ
、

異
本
の
書
き
入
れ
な
ど
の
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
山
井
切
の
本
文
、
詩
題
注
記
な
ど
か
ら
『
和
漢
朗
詠

集
』
諸
本
の
中
で
の
位
置
付
け
を
試
み
る
。

な
お
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
詩
歌
番
号
に
つ
い
て
は
、
新
潮
日
本
古
典

集
成
『
和
漢
朗
詠
集
』（
新
潮
社
・
一
九
八
三
年
）
に
拠
っ
た
。

二
、
伝
教
家
筆
の
和
漢
朗
詠
集
断
簡

　

九
条
教
家
を
伝
称
筆
者
と
す
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
断
簡
は
山
井
切
の

他
に
も
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。（　

）
内
に
は
、
元
の
形
状
、
縦
寸
、

界
線
の
有
無
、
朱
点
・
訓
点
な
ど
の
書
き
入
れ
に
つ
い
て
記
し
た
。

『
古
筆
学
大
成
』（

1
（　

『
和
漢
朗
詠
集
』
山
井
切
と
朗
詠
江
注

 

惠
　
阪
　
友
紀
子
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和
漢
朗
詠
集
切
（
一
）（
巻
子
本
、
二
十
八
・
八
セ
ン
チ
、

　
　
　
　

天
地
各
二
条
、
行
間
に
界
線
、
墨
の
訓
点
、
朱
点
）

和
漢
朗
詠
集
切
（
二
）（
冊
子
本
、
二
十
二
・
六
セ
ン
チ
、

　
　
　
　

界
線
な
し
、
墨
の
訓
点
）

　
『
和
漢
朗
詠
集
切
集
成
』（

2
（

、

　
　

三
八　

伝
九
条
教
家
筆
朗
詠
切
（
巻
子
本
、
二
十
九
セ
ン
チ
、

　
　
　
　
　
　

天
地
各
二
条
、
行
間
に
界
線
、
墨
の
訓
点
、
朱
点
）

　
　

三
九　

伝
九
条
教
家
筆
朗
詠
切
（
冊
子
本
か
、
二
十
四
・
三
セ
ン
チ
、

界
線
な
し
、
墨
の
訓
点
、
朱
点
）

　
　

四
〇　

伝
九
条
教
家
筆
朗
詠
切
（
巻
子
本
か
、
二
十
九
・
三
セ
ン
チ
、

天
一
条
地
二
条
、行
間
に
界
線
、墨
の
訓
点
、墨
点
、朱
点
）

　
　

春
日
井
市
道
風
記
念
館
『
和
漢
朗
詠
集
の
古
筆
』（

3
（　

　
　

21　

伝
九
条
教
家
筆 

四
半
切
（
冊
子
本
、
二
十
一
・
七
セ
ン
チ
、

　
　
　
　
　
　

界
線
な
し
、
墨
の
訓
点
）

　
　

42　

伝
九
条
教
家
筆 

朗
詠
集
切
（
巻
子
本
か
、三
十
一
・
四
セ
ン
チ
、

天
地
各
一
条
の
界
線
、
墨
の
訓
点
、
朱
点
か
）

　
『
平
成
新
修
古
筆
資
料
集
』（
第
一
集
）（

4
（　

　
　

二
〇　

九
条
教
家　

山
井
切
（
和
漢
朗
詠
集
）（
巻
子
本
、
二
十
八・七

　
　
　
　
　
　

セ
ン
チ
、
天
地
各
一
条
、
行
間
に
界
線
、
墨
の
カ
ナ
、
墨

点
、
朱
点
）

　
『
倭
文
亭
文
庫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（

5
（

　

　
　

15　

和
漢
朗
詠
集
巻
下
断
簡　

山
井
切
（
巻
子
本
、
二
十
七
・
三
セ

ン
チ
、
天
地
各
一
条
、
行
間
に
界
線
、
朱
点
、
訓
点
、
書

入
注
）

　
　

　
『
古
筆
学
大
成
』の（
一
）と『
和
漢
朗
詠
集
切
集
成
』の
三
八
、ま
た『
古

筆
学
大
成
』
の
（
二
）
と
『
和
漢
朗
詠
集
の
古
筆
』
の
21
は
、
紙
の
大
き

さ
、
罫
線
・
訓
点
な
ど
の
特
徴
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
も
と
同
一
の
書
か
ら

切
り
出
さ
れ
た
ツ
レ
と
思
わ
れ
る
。
同
種
の
も
の
が
あ
る
も
の
の
、
教
家

筆
と
し
て
少
な
く
と
も
五
、六
種
類
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

　
『
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
に
い
う
山
井
切
は
、
歌
が
二
行
書
き
で
、
墨
卦

が
引
か
れ
、
朱
点
が
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
特
徴
と
は
複
数
種
の
断

簡
が
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
状
況
で
、『
藻
塩
草
』（

6
（

所
収
の
断
簡
を
山
井
切
と
す
る
の
は
、『
藻

塩
草
』
の
付
属
目
録
に
拠
る
。

　
『
藻
塩
草
』（
古
筆
手
鑑
大
成
・
第
四
巻
）
の
解
題
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

こ
の
手
鑑
に
は
通
常
の
手
鑑
に
見
ら
れ
る
各
古
筆
切
ご
と
に
筆
者
名

等
を
判
定
し
た
古
筆
家
の
極
め
札
は
貼
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
替
り

に
、
表
裏
と
も
に
古
筆
切
の
貼
付
順
に
従
っ
て
、
筆
者
名
・
切
名
・

筆
者
の
略
歴
を
注
し
た
「
手
鑑
表
」「
手
鑑
裏
」
と
表
題
し
た
『
付
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属
目
録
』
二
冊
が
あ
る
。
…
（
略
）
…
裏
冊
の
奥
書
、

　
　
　
　

弘
化
四
〈
丁
未
〉
年
六
月
書
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

了
伴
（
花
押
）

　
　

に
よ
る
と
、
古
筆
本
家
第
一
〇
世
了
伴
（
一
七
九
〇
―
一
八
五
二
）

の
作
成
書
写
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、

　
　

こ
の
手
鑑
の
了
伴
編
『
付
属
目
録
』
か
ら
ほ
ぼ
一
〇
年
後
に
、
古
筆

別
家
系
の
了
仲
に
よ
っ
て
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
版
『
古
筆

名
葉
集
』
を
増
補
訂
正
し
た
『
増
補
古
筆
名
葉
集
』
が
安
政
五
年

（
一
八
五
八
）
に
刊
行
さ
れ
た
（
こ
の
明
治
一
八
年
版
が
『
新
撰
古

筆
名
葉
集
』）。
…
（
略
）
…
『
増
補
古
筆
名
葉
集
』
は
、『
藻
塩
草
』

の
了
伴
編
『
付
属
目
録
』
に
ほ
と
ん
ど
拠
っ
て
い
る
と
推
定
す
る
こ

と
が
出
来
よ
う
。

と
あ
る
。『
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
に
い
う
山
井
切
は
『
藻
塩
草
』
所
収
の

切
で
あ
る
。

三
、
山
井
切
の
書
誌

　
『
藻
塩
草
』
所
収
の
断
簡
と
比
較
し
て
、
そ
の
特
徴
か
ら
ツ
レ
と
判
断

さ
れ
る
の
は
次
の
五
葉
で
あ
る
。
詩
歌
の
配
列
順
に
挙
げ
る
。

①
『
古
筆
の
楽
し
み
』 （
上
巻
・
秋
・
紅
葉
）

縦
二
十
七
・
五
セ
ン
チ（

7
（

、
横
二
十
・
八
セ
ン
チ
。

界
間
二
十
三
・
八
セ
ン
チ
。

（
極
札
）
九
条
殿
教
家
卿
〈
紅
葉
詩
哥
〉（
朝
倉
茂
入
印
）

②
『
藻
塩
草
』（
下
巻
・
餞
別
）

縦
二
十
九
セ
ン
チ
、
横
十
五
・
七
セ
ン
チ
。

界
間
二
十
三
・
八
セ
ン
チ
。

③ 

個
人
蔵
（
下
巻
・
詠
史
）（
図
版
参
照
）

縦
二
十
九
セ
ン
チ
、
横
十
五
・
九
セ
ン
チ
。

　
　
　
　
　

界
間
二
十
四
セ
ン
チ

　
　
　
　
　
（
極
札
）
九
条
殿
教
家
公
〈
詠
史
〉（
呂
鍳
印
）

④ 

山
内
神
社
宝
物
資
料
館
蔵
『
古
筆
手
鑑
』（

8
（

（
下
巻
・
述
懐
）

　
　
　
　
　

縦
二
十
八
・
八
セ
ン
チ
、
六
・
〇
セ
ン
チ

　
　
　
　
　
（
界
間
二
十
三
・
八
セ
ン
チ
）（

9
（

　
　
　
　
　
（
極
札
）
古
筆
勘
兵
衛
系
印

　
　

⑤
『
古
筆
学
大
成
』（
巻
三
十
・
補
遺
、
105
）（

（1
（　

そ
れ
ぞ
れ
の
断
簡
の
情
報
か
ら
総
合
し
て
、
山
井
切
の
書
誌
情
報
を
ま

と
め
て
お
く
。

　

縦
の
大
き
さ
は
約
二
十
九
セ
ン
チ
で
、
も
と
は
や
や
大
型
の
巻
子
本
。

天
地
に
薄
墨
界
が
あ
り
、
界
間
は
二
十
四
セ
ン
チ
ほ
ど
。
料
紙
は
、
斐
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紙（
（（
（

。
②
④
に
は
記
述
が
見
ら
れ
な
い
が
、
①
③
は
薄
く
雲
母
が
引
か
れ
て

い
る
。

①
が
上
巻
、
②
～
⑤
が
下
巻
の
断
簡
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
も
と
は
上
下

巻
そ
ろ
い
で
書
写
さ
れ
た
も
の
。
ま
た
、②
『
藻
塩
草
』
所
収
の
断
簡
は
、

六
三
三
・
六
三
四
番
の
漢
詩
句
と
六
四
〇
番
の
和
歌
で
あ
り
、
間
が
抜
け

て
い
る
。『
藻
塩
草
』
の
解
説
に
は
、

　
　

特
に
紙
継
ぎ
の
跡
は
な
い
が
、「
い
の
ち
た
に
」
の
和
歌
の
前
に
、

他
の
伝
本
に
よ
れ
ば
、
漢
詩
三
首
、
和
歌
二
首
が
さ
ら
に
存
す
る
は

ず
で
あ
る
。
書
写
上
の
誤
り
か
、あ
る
い
は
も
と
も
と
抄
本
な
の
か
。

と
あ
る
が
、
①
③
⑤
の
断
簡
に
は
詩
歌
の
脱
落
は
な
い
こ
と
か
ら
、
全
体

を
書
写
し
た
も
の
で
、
②
は
誤
脱
で
あ
ろ
う
。

漢
詩
は
、
七
言
詩
二
句
を
一
行
書
き
、
和
歌
は
、
漢
詩
一
行
よ
り
は
や

や
広
め
の
幅
に
上
句
下
句
で
分
け
て
二
行
書
き
、
和
歌
の
二
行
目
は
半
字

分
ほ
ど
下
げ
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。

　

朱
点
、声
点
（
墨
圏
点
）、墨
で
返
り
点
、送
り
仮
名
な
ど
を
付
す
ほ
か
、

異
本
書
き
入
れ
も
見
ら
れ
る
。書
き
入
れ
の
墨
色
は
異
な
る
も
の
も
あ
り
、

一
度
に
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
。①
三
〇
一
番
の
詩
句
に
は「
千
暮
秋
」、

⑤
七
七
三
番
に
は
「
千
无
／
五
十
五
」
と
の
集
付
け
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。

　

漢
詩
文
句
に
は
詩
題
と
作
者
名
が
、
和
歌
に
は
作
者
名
が
記
さ
れ
る
。

　

筆
跡
は
、
教
家
の
自
筆
と
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
鎌
倉
時
代
中
期
ご
ろ

に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四
、
本
文
の
特
徴

　

次
に
、
山
井
切
の
本
文
の
特
徴
を
確
認
し
て
い
く
。

　

翻
刻
に
際
し
て
、
字
体
は
な
る
べ
く
表
記
通
り
、
改
行
も
元
の
通
り
と

し
た
。
た
だ
し
、
読
み
や
す
さ
の
点
か
ら
、
漢
詩
句
は
句
ご
と
に
一
文
字

分
の
空
白
を
開
け
た
。
ま
た
、
行
末
に
細
字
で
書
き
込
ま
れ
た
詩
題
・
作

者
の
注
記
は
〈　

〉
に
入
れ
、
改
行
は
／
で
示
し
た
。
朱
の
ヲ
コ
ト
点
、

声
点
、
返
り
点
は
紙
面
の
都
合
上
、
省
略
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
断
簡
に
つ

い
て
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
翻
刻
の
後
に
＊
を
付
け
て
注
し
た
。

　

翻
刻
の
次
に
は
主
な
本
文
異
同
を
掲
げ
た
（
詩
題
、
作
者
に
つ
い
て
は

別
で
扱
う
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
詩
歌
本
文
の
み
の
異
同
を
掲
げ
る
）。

該
当
箇
所
に
は
傍
線
を
付
し
た
。
諸
本
の
異
同
は
、
国
文
学
研
究
資
料

館
共
同
研
究
の
研
究
報
告
『『
和
漢
朗
詠
集
』
の
伝
本
と
本
文
享
受
の
研

究
』（

（1
（

に
拠
っ
た
。

　

異
同
に
用
い
た
主
な
写
本
は
次
の
通
り
で
あ
る
。（　

）
内
は
略
号
。

　
　

〇
粘
葉
本
系
統

伝
藤
原
行
成
筆
粘
葉
本
（
粘
葉
本
・
粘
）

伝
藤
原
行
成
筆
伊
予
本
（
伊
予
切
・
伊
）
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近
衞
本
和
漢
抄
（
近
衛
本
・
近
）（
下
巻
の
み
）

〇
関
戸
本
系
統

伝
藤
原
行
成
筆
関
戸
本
（
関
戸
本
・
関
）

伝
藤
原
行
成
筆
雲
紙
本
（
雲
紙
本
・
雲
）

〇
平
安
時
代
書
写
本

伝
藤
原
公
任
筆
巻
子
本
（
伝
公
任
筆
本
・
公
）

世
尊
寺
伊
行
筆
葦
手
絵
和
漢
朗
詠
抄
（
葦
手
絵
本
・
葦
）

藤
原
定
頼
筆
山
城
切
（
山
城
切
・
山
）

久
松
切
（
久
松
切
・
久
）

〇
鎌
倉
時
代
以
後
書
写
本
・
朗
詠
江
注
を
有
す
る
諸
本

専
修
大
学
蔵
建
長
三
年
本
（
建
長
本
・
建
）

鳳
来
寺
旧
蔵
藤
原
師
英
筆
本
（
鳳
来
寺
旧
蔵
本
・
鳳
）

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
貞
和
本
（
貞
和
本
・
貞
）

　
　
　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
菅
原
長
親
書
入
本
（
長
親
本
・
長
）

　
　
　

関
西
大
学
図
書
館
蔵
生
田
文
庫
本
（
生
田
本
・
生
）

　
　
　

逸
翁
美
術
館
蔵
伝
冷
泉
為
秀
筆
本
（
伝
為
秀
本
・
秀
）

　
　
　

正
安
二
年
奥
書
本
（
正
安
本
・
正
）（
下
巻
の
み
）

〇
そ
の
他

坂
本
龍
門
文
庫
蔵
本
（
龍
門
文
庫
本
・
龍
）

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
室
町
書
写
本
（503.1

）（
書
陵
部
室
町
本
・
室
）

①
『
古
筆
の
楽
し
み
』（
上
巻
・
紅
葉
・
301
～
306
）（

（1
（　

　
　
　

紅
葉
〈
付
落
葉
〉

301
不
堪タ

ヘ

紅
葉
青
苔
地　

又
是
涼
風
暮
雨
天
〈
秋
雨
中
贈
／
元
九
／
白
〉

302
黄
纐カ

フ

纈ケ
ツ

林
寒シ

有
葉　

碧
瑠
璃
水イ

サ
キ
ヨ
ウ
シ

浄
無
風塵

〈
泛
大
瀬
／
書
下
／
白
〉

303
洞
中
清
浅
瑠
璃
水　

庭
上
蕭
疎
錦
繡
林
〈
翫
池
頭
／
紅
葉
／
保
胤
〉

304
外
物
獨
醒サ

メ

松
澗
色　

餘ヨ

波ハ

合
力
錦
江
聲
〈
山
水
唯
／
紅
葉
／
以
言
〉

305
し
ら
露
も
時
雨
も
い
た
く
も
る
や
ま
は

し
た
は
の
こ
ら
す
い
ろ
つ
き
に
け
り　
　

貫
之

306
む
ら
〳
〵
の
に
し
き
と
そ
見
る
さ
ほ
や
ま
の

は
ゝ
そ
の
も
み
ち
き
り
た
ゝ
ぬ
ま
は　
　

清
正

　
　

＊
項
目
名
「
紅
葉
」
の
上
に
朱
で
「
五
十
」
と
あ
る
。

　
　

＊
項
目
名
「
紅
葉
」
の
下
の
「
付
落
葉
」
は
墨
色
が
異
な
る
。

　
　

＊
二
行
目
「
不
堪
」
の
上
に
「
千
暮
秋
」
と
集
付
が
あ
る
。

　
　

＊
五
行
目
「
餘
波
」
の
付
訓
は
他
の
書
入
と
は
異
墨
異
筆
。

（
異
同
）
302
「
風
」（
粘
・
伊
・
公
・
葦
・
久
・
鳳
・
貞
・
生
・
正
）

　
　
　
　
　
　
　

→
「
塵
」（
関
・
雲
・
山
・
建
・
長
・
秀
・
龍
）

　
　
　
　
　
　
　

→
（
損
傷
）（
室
）

　
　
　
　

303
「
疎
」
→
「
条
」（
粘
・
伊
・
山
・
長
・
龍
）
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②
『
藻
塩
草
』
所
収
（
下
巻
・
餞
別
・
633 

634 

640
）

633
昔
聚メ

丹
鳥　

競フ

寸
陰
於
十
五
年
之
間　

今

迎促

畫
熊　

欲
分タ

手
於
三
百
盃
之
後
〈
山
川
千
里
別
／
順
〉

634
楊
岐
路
滑　

我
之
送
人
多
年　

李
門
波

高シ　

人
之
送
我
何
日ソ

〈
餞
諸＊

岐
人
序
／
以
言
〉

640
い
の
ち
た
に
こ
ゝ
ろ
に
か
な
ふ
も
の
な
ら
は

　
　

な
に
か
わ
か
れ
の
か
な
し
か
る
へ
き　
　

遊
女

　
　
　
　

＊
二
行
目
「
迎
」
の
傍
書
「
促
」
に
「
ウ
ナ
カ
シ
」
の
訓
あ
り
。

　
　
　
　

＊
「
諸
」
の
下
に
文
字
（「
別
」
か
）
あ
り
。

　
　

（
異
同
）
配
列
635 

636 

632
～
634 

637
～
640
（
久
）

633
～
640
（
そ
の
他
諸
本
）

633
「
迎
」
→
「
促
」（
山
・
鳳
・
貞
・
龍
・
室
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
欲
」
→ 

ナ
シ
（
粘
）

　
　
　
　
　
　
　
　

634
「
我
」
→
「
吾
」（
粘
・
近
・
伊
・
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
波
」
→
「
浪
」（
粘
・
伊
）

　
　
　
　
　
　
　
　

640
「
か
な
し
か
る
へ
き
」

（
葦
・
山
・
建
・
鳳
・
貞
・
長
・
秀
・
龍
・
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
「
か
な
し
か
ら
ま
し
」（
粘
・
近
・
伊
・
関
・

雲
・
公
・
久
・
生
・
正
・
室
）

③ 

個
人
蔵
（
下
巻
・
詠
史
・
693
～
696
）

　
　
　

詠
史

693
燈
暗
數
行
虞
氏
涙　

夜
深フ

ケ

四
面
楚
歌
聲
〈
項
羽
／
橘
相
公
〉

694
賓
鴈
繫シ

書
秋
葉
落　

杜牡

羊
期シ

乳
歳
花
空シ

〈
蘇
武
／
在
昌
〉

695
他
日
遂ツ

イ
ニ

逃ル

秦
虎
口　

暮
年
初
謁
漢
龍
顔
〈
叔
孫
通
／
紀
納
言
〉

696
か
そ
い
ろ
は
い
か
に
あ
は
れ
と
お
も
ふ
ら
む

み
と
せ
に
な
り
ぬ
あ
し
た
ゝ
す
し
て　
　

伊
弉
諾
尊

　
　

＊
四
行
目
「
遂
」
の
付
訓
は
他
の
書
入
と
は
異
墨
異
筆
。

　
　

（
異
同
）
694
「
杜
」（
関
）
→
「
壮
」（
公
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
「
牡
」（
そ
の
他
諸
本
）

　
　
　
　
　
　

695
一
首
ナ
シ
（
生
）

「
他
」
→
「
少
」（
粘
・
近
・
伊
）

　
　
　
　
　
　

696
「
か
そ
い
ろ
は
」
→
「
か
そ
い
ろ
め
」（
伊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
「
か
そ
い
ろ
も
」（
建
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
「
か
そ
ふ
ろ
も
」（
秀
）

④ 

山
内
神
社
宝
物
資
料
館
蔵
『
古
筆
手
鑑
』（
下
巻
・
述
懐
・
751
）

751
范
蠡
收
責
勾
踐　

乗
扁
舟
於
五
湖　

咎

犯
謝
罪
文
公　

亦
遙
巡
於
河
上
〈
方
望
書
文
伝
三
／
後
漢
書
〉

　
　

（
異
同
）
751
「
勾
」
→
「
句
」（
生
）
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⑤
『
古
筆
学
大
成
』（
巻
三
十
・
補
遺
）（
下
巻
・
祝
・
773
～
776
）

　
　
　

祝

773
嘉
辰
令
月
歓
無
極　

万
歳
千
秋
樂
未
央
〈
雑
言
［
損
傷
］
／
謝
偃
〉

774
長
生
殿
裏
春
秋
富　

不
老
門
前
日
月
遅シ

〈
天
子
万
年
／
保
胤
〉

775
わ
か
き
み
は
千
よ
に
や
ち
よ
に
さ
ゝ
れ
い
し
の

　
　

い
は
ほ
と
な
り
て
こ
け
の
む
す
ま
て　
　

順

776
よ
ろ
つ
よ
と
み
か
さ
の
や
ま
そ
よ
は
ふ
な
る

　
　

あ
め
の
し
た
こ
そ
た
の
し
か
る
ら
し　
　

中
筭務

イ

　
　

（
異
同
）
773
「
嘉
」
→
「
佳
」（
公
・
久
）

　
　
　
　
　
　
　

 「
秋
楽
」
→
「
楽
秋
」（
関
）

　
　
　
　
　
　

774
「
前
」
→ 

ナ
シ
（
公
）

　
　
　
　
　
　

775
「
わ
か
き
み
は
」
→
「
き
み
か
代
は
」（
長
・
室
）

　
　
　
　
　
　
　

「
や
ち
よ
に
」
→
「
ま
し
ま
せ
」（
関
・
雲
・
山
・
久
）

　
　
　
　
　
　
　

「
こ
け
の
む
す
ま
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
「
こ
け
む
す
ま
て
に
」（
関
・
雲
）

　
　

776
一
首
朱
筆
補
入
（
長
）

　
　
　

「
よ
と
」
→
「
よ
を
と
」（
関
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
「
よ
を
」（
生
）

　
　
　

「
や
ま
そ
」
→
「
や
ま
に
」（
山
・
生
）

　
　
　

「
よ
は
ふ
な
る
」
→
「
い
わ
ふ
ら
し
」（
龍
）

　
　
　
　
　
　
　

「
た
の
し
か
る
ら
し
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
「
の
と
け
か
る
ら
し
」（
建
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
「
た
の
し
か
り
け
れ
」（
龍
）

　

山
井
切
の
本
文
は
、
粘
葉
本
、
関
戸
本
な
ど
の
平
安
書
写
本
と
は
対
立

し
、
建
長
本
・
鳳
来
寺
旧
蔵
本
な
ど
の
鎌
倉
期
以
後
に
書
写
さ
れ
た
本
文

の
特
徴
と
一
致
す
る
。

　

例
え
ば
、
①
302
「
無
風
」
は
平
安
書
写
本
の
う
ち
、
粘
葉
本
・
伊
予
切
・

な
ど
と
一
致
し
、
関
戸
本
・
雲
紙
本
な
ど
は
「
無
塵
」
と
あ
る
（
傍
書
に

つ
い
て
は
後
述
）。
し
か
し
、
次
の
303
「
蕭
疎
」
は
関
戸
本
・
雲
紙
本
な

ど
と
一
致
し
、「
蕭
条
」
と
す
る
粘
葉
本
な
ど
と
は
対
立
す
る
。
ま
た
、

断
簡
②
640
の
結
句
「
か
な
し
か
る
へ
き
」
は
、
葦
手
絵
本
、
山
城
切
を
除

く
平
安
書
写
本
で
は
「
か
な
し
か
ら
ま
し
」
と
あ
る
。
何
れ
の
場
合
に
も

建
長
本
・
鳳
来
寺
旧
蔵
本
な
ど
と
一
致
し
、
鎌
倉
期
以
後
に
書
写
さ
れ
た

諸
本
の
本
文
と
共
通
す
る
。

　

次
に
、
作
者
・
詩
題
表
記
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
作
者
名
に
異
同
が
あ

る
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
伝
公
任
筆
本
は
詩
題
・
作
者
が
一
切

記
さ
れ
な
い
た
め
、
異
同
の
掲
出
は
省
略
す
る
。

　

ま
ず
は
和
歌
の
作
者
・
歌
題
を
挙
げ
る
。
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②
640
「
遊
女
」（
龍
・
室
）
→
「
遊
女
白
目
」（
関
・
雲
・
山
）

　
　
　
　
　
　

→
「
遊
女
白
女
」（
葦
・
久
・
建
・
鳳
・
貞
・
秀
・
生
）

　
　
　
　
　
　

→ 

ナ
シ
（
粘
・
近
・
伊
）

　
　

③
696
「
伊
弉
諾
尊
」

→ 
ナ
シ
（
粘
・
近
・
伊
・
建
・
長
・
生
・
正
・
龍
・
室
）

　
　
　
　

 

作
者
ナ
シ
（
山
）
→
「
江
相
公
」（
粘
・
近
・
伊
・
久
・
鳳
・
貞
・

長
・
生
・
正
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

→
「
江
」
関
・
雲
・
葦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

→
「
後
江
相
公
」
建

　
　

⑤
775
「
順
」
→
「
中
務
」（
建
）

　
　
　
　
　
　

→ 

ナ
シ
（
そ
の
他
諸
本
）

　
　
　

776
「
仲
筭務

イ

」
→
「
中
算
」（
山
・
久
・
生
・
正
・
室
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
「
仲
算
」（
鳳
・
貞
・
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
「
忠
峯
」（
龍
）

→ 

ナ
シ
（
粘
・
近
・
伊
・
関
・
雲
・
建
・
秀
）

　

②
640
の
作
者
は
「
遊
女
白
女
（
白
目
）」
と
あ
る
と
こ
ろ
、「
遊
女
」
と

の
み
あ
る
。
③
696
に
は
「
伊
弉
諾
尊
」
と
あ
り
、
山
井
切
で
は
作
者
名
の

よ
う
に
見
え
る
が
、他
本
で
は
作
者
名
は
「
江
相
公
」「
江
」「
後
江
相
公
」

な
ど
と
あ
り
、
大
江
朝
綱
の
歌
と
し
、「
伊
弉
諾
尊
」
は
歌
題
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
や
や
正
確
性
に
欠
け
る
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

640
の
作
者
を
「
遊
女
」
⑤
775
の
作
者
「
順
」
と
す
る
の
は
、
坂
本
龍
門

文
庫
蔵
本
・
書
陵
部
蔵
室
町
書
写
本
の
み
で
あ
り
、
こ
の
点
は
注
目
さ
れ

る
。

　

776
の
作
者
の
「
筭
」
は
「
算
」
の
異
体
字
で
、
鳳
来
寺
旧
蔵
本
な
ど
と

一
致
す
る
。「
筭
」
の
異
本
書
き
入
れ
に
「
務
イ
」
と
あ
る
の
は
、
山
井

切
独
自
の
も
の
で
は
な
く
、
鳳
来
寺
旧
蔵
本
、
貞
和
本
な
ど
に
も
見
ら
れ

る
書
き
入
れ
で
あ
る
。
作
者
名
を
「
中
務
」
と
す
る
も
の
は
、
鎌
倉
時
代

末
～
南
北
朝
期
に
書
写
さ
れ
た
今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
伝
世
尊
寺
行
忠
筆

本
、
同
久
我
長
通
筆
本
、
蓬
左
文
庫
蔵
伝
二
条
為
重
筆
本
な
ど
が
あ
る
。

　

和
歌
の
作
者
・
歌
題
の
表
記
に
つ
い
て
も
、
概
ね
鳳
来
寺
旧
蔵
本
・
貞

和
本
と
一
致
す
る
。
先
に
述
べ
た
通
り
龍
門
文
庫
本
・
書
陵
部
室
町
写
本

と
は
特
に
共
通
す
る
。

　

で
は
、
最
後
に
漢
詩
文
句
の
詩
題
・
作
者
名
に
つ
い
て
見
て
お
く
。

　
　

①
301
「
秋
雨
中
贈
元
九
」（
建
・
鳳
・
貞
）

　
　
　
　
　
　

→
「
秋
雨
中
贈
元
古
」（
龍
）

　
　
　
　
　
　

→ 

ナ
シ
（
そ
の
他
諸
本
）

　
　
　

302
「
泛
大
瀬
書
下
」

→
「
泛
大
湖
書
事
寄
微
之
」（
建
・
鳳
・
貞
）

→
「
泛
大
湖
書
事
」（
龍
）

→ 

ナ
シ
（
そ
の
他
諸
本
）
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「
白
」
→
「
同
」
関
・
雲
・
葦
・
山

　
　
　
　
　
　
　
　

→
（
損
傷
）（
室
）

　
　
　

303
「
翫
池
頭
紅
葉
」（
建
・
鳳
・
貞
・
正
・
龍
）

→
「
山
水
唯
紅
葉
イ
」（
生
）

　
　
　
　
　
　

→ 
ナ
シ
（
粘
・
伊
・
関
・
雲
・
葦
・
山
・
久
・
長
・
秀
・

正
・
室
）

　
　
　
　

「
保
胤
」
→
「
慶
保
胤
」（
正
）

　
　
　

304
「
山
水
唯
紅
葉
」（
雲
・
山
・
久
・
建
・
鳳
・
貞
・
生
・
正
・
龍
）

　
　
　
　
　
　

→ 

ナ
シ
（
粘
・
伊
・
関
・
葦
・
秀
・
室
）

　
　

②
633
「
山
川
千
里
別
」

　
　
　
　
　
　

→
「
山
川
千
里
別
序
」（
建
・
秀
）

　
　
　
　
　
　

→
「
山
河
千
里
別
序
」（
鳳
・
貞
・
生
・
龍
）

　
　
　
　
　
　

→ 

ナ
シ
（
粘
・
近
・
伊
・
関
・
雲
・
葦
・
山
・
久
・
長
・

正
・
室
）

　
　
　
　

「
順
」
→
「
源
順
」（
建
）　

→ 

ナ
シ
（
粘
）

　
　
　

634
「
餞
諸
岐
人
序
」
→
「
餞
諸
故
人
序
」（
粘
・
近
・
伊
）

　
　
　
　
　
　

→
「
於
鴻
臚
館
餞
北
客
」（
鳳
・
貞
・
生
・
龍
）

　
　
　
　
　
　

→
「
於
鴻
臚
館
北
客
餞
」（
秀
）

　
　
　
　
　
　

→
「
餞
北
客
」（
建
）

　
　
　
　
　
　

→ 

ナ
シ
（
雲
・
雲
・
葦
・
山
・
久
・
長
・
正
・
室
）

　
　
　
　

「
以
言
」
→
「
江
以
言
」（
建
）

　
　

③
693
「
項
羽
」（
雲
補
・
関
・
鳳
・
貞
・
久
・
秀
・
龍
）

　
　
　
　
　
　

→
「
項
洲
」（
山
）

　
　
　
　
　
　

→
「
得
項
羽
」（
生
）

→ 

ナ
シ
（
粘
・
近
・
伊
・
雲
・
葦
・
建
・
正
・
長
・
室
）

　
　
　
　

「
橘
相
公
」
→
「
橘
贈
納
言
／
橘
相
公
」（
鳳
・
貞
）

　
　
　
　
　
　

→
「
橘
贈
納
言
」
久
・
建

　
　
　

694
「
蘇
武
」

→ 

ナ
シ
（
粘
・
近
・
伊
・
雲
・
葦
・
建
・
長
・
正
・
室
）

　
　
　
　

「
在
昌
」
→
「
紀
在
昌
」（
久
・
鳳
・
貞
・
龍
・
室
）

　
　
　
　
　
　

→
「
紀
納
言
」（
建
）

　
　
　

695
「
叔
孫
通
」
→ 

ナ
シ
（
粘
・
葦
・
長
・
生
・
正
・
室
）

　
　
　
　

「
紀
」
→
「
紀
納
言
」（
久
・
建
・
鳳
・
貞
・
秀
・
龍
）

　
　
　
　
　
　

→ 

ナ
シ
（
生
）

　
　

④
751
「
方
望
書
文
伝
三
／
後
漢
書
」

　
　
　
　
　
　

→
「
後
漢
書
／
方
望
書
文
伝
三
」（
龍
）

　
　
　
　
　
　

→
「
後
漢
書
／
隗
囂
伝
／
方
望
書
文
伝
第
三
」（
鳳
・
貞
）

　
　
　
　
　
　

→
「
同
／
方
望
書
文
／
伝
三
」（
建
）

　
　
　
　
　

→
「
後
漢
書
」（
粘
・
近
・
伊
・
葦
・
正
・
長
）

　
　
　
　
　
　

→
「
同
（
後
漢
書
）」（
関
・
雲
・
久
・
生
・
室
）
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→
「
同
上
（
後
漢
書
）」（
山
）

　
　
　
　
　
　

→
「
同
前
（
後
漢
書
）」（
秀
）

　
　

⑤
773
「
雑
言
［
損
傷
］」

　
　
　
　
　
　

→
「
雑
言
詩
」（
建
・
鳳
・
貞
・
龍
）

　
　
　
　
　
　

→ 
ナ
シ
（
そ
の
他
諸
本
）

　
　
　
　

「
謝
偃
」
→ 
ナ
シ
（
雲
・
秀
）

　
　
　

774
「
天
子
万
年
」（
山
補
・
建
・
鳳
・
貞
・
秀
・
生
・
龍
）

　
　
　
　
　
　

→ 

ナ
シ
（
そ
の
他
諸
本
）

　

漢
詩
文
句
の
詩
題
注
記
は
、
建
長
本
・
鳳
来
寺
旧
蔵
本
・
貞
和
本
・
龍

門
文
庫
本
な
ど
と
近
い
。
こ
れ
ら
の
写
本
は
大
江
匡
房
の
注
、
い
わ
ゆ
る

「
朗
詠
江
注
」を
有
す
る
伝
本
で
あ
る
。そ
の
中
で
も
特
に
鳳
来
寺
旧
蔵
本
・

貞
和
本
・
龍
門
文
庫
本
と
の
一
致
が
注
目
さ
れ
る
。

　

詩
題
以
外
の
書
き
入
れ
も
こ
れ
ら
の
諸
本
と
一
致
し
て
い
る
。
断
簡
①

302
本
文
「
風
」
の
傍
書
に
「
塵
」
と
あ
る
が
、
こ
の
傍
書
は
、
建
長
本
・

鳳
来
寺
旧
蔵
本
・
貞
和
本
・
生
田
文
庫
本
に
も
見
ら
れ
る（

（1
（

。
ま
た
、
②
633

の
本
文
「
迎
」
の
傍
書
「
促
」
も
同
様
で
あ
る
。
鳳
来
寺
旧
蔵
本
・
貞
和

本
で
は
「
促

迎〈
江
〉」（
（1
（

、為
秀
本
「
迎＼

促

」、龍
門
文
庫
本
は
「
促迎

イ

」、傍
書
の
「
迎
イ
」

の
さ
ら
に
左
に
「
促
」
と
書
き
加
え
る
。
長
親
本
も
「
迎促

」（「
迎
」
ミ
セ

ケ
チ
）
と
し
、
さ
ら
に
「
迎
〈
江
〉」
と
あ
る（

（1
（

。

　

こ
れ
ら
の
例
か
ら
考
え
る
に
、
異
本
校
合
は
個
別
に
行
わ
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
異
本
書
き
入
れ
も
含
め
て
江
注
と
し
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
断
簡
①
301
の
行
頭
「
千
暮
秋
」、
断
簡
⑤
773
の
行
頭
「
千
无

／
五
十
五
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
千
載
佳
句
』
で
の
所
収
状
況
を
示
し
た
も

の
だ
が
、
こ
れ
ら
は
鳳
来
寺
旧
蔵
本
な
ど
に
も
み
え
る
も
の
で
あ
る
。
た

だ
、
鳳
来
寺
旧
蔵
本
な
ど
で
は
、
302
に
も
「
千
初
冬
」
と
あ
る
が
、
山
井

切
に
は
な
い（

（1
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
山
井
切
の
詩
題
注
記
の
う
ち
、
朗
詠
江
注
と
は
一
致
し
な

い
も
の
が
一
つ
あ
る
。
断
簡
②
634
の
「
餞
諸
岐
人
序
」
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
鳳
来
寺
旧
蔵
本
な
ど
に
は
「
於
鴻
臚
館
餞
北
客
」
と
あ
る
も
の
で
、
こ

の
詩
句
は
『
本
朝
文
粋
』（
巻
九
・
詩
序
二
）
に
所
収
の
大
江
以
言
「
暮

春
、
於
二
文
章
院
一
、
餞
二
諸
故
人
赴
一レ
任
、
同
賦
二
別
路
花
飛
白
一
」
か
ら

抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
山
井
切
と
近
い
詩
題
と
し
て
は
、
粘
葉
本
系

統
の
「
餞
諸
故
人
序
」
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
本
来
は
「
故
人
」
と
あ
る

も
の
を
山
井
切
が
誤
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

粘
葉
本
系
統
の
三
本
と
の
み
一
致
す
る
点
に
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う

が
、
こ
れ
以
外
に
粘
葉
本
と
の
関
係
を
示
す
本
文
は
見
ら
れ
な
い
。
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五
、
お
わ
り
に

　

現
存
す
る
山
井
切
の
五
葉
に
は
、
異
本
注
記
以
外
の
朗
詠
江
注
は
確
認

で
き
な
い
が（

（1
（

、
詩
題
の
注
記
、
異
本
書
き
入
れ
、
集
付
け
な
ど
が
共
通
す

る
こ
と
か
ら
、
山
井
切
は
朗
詠
江
注
と
関
係
の
あ
る
伝
本
と
見
て
よ
い
だ

ろ
う
。

　

山
井
切
は
鎌
倉
時
代
中
期
頃
の
書
写
と
目
さ
れ
、
朗
詠
江
注
に
関
係
す

る
写
本
と
し
て
は
古
い
も
の
で
あ
る
。
わ
ず
か
な
本
文
が
確
認
さ
れ
る
の

み
で
あ
る
が
、
朗
詠
江
注
の
享
受
を
考
え
る
上
で
は
無
視
で
き
な
い
本
文

で
あ
る
。

　

付
記
：
本
研
究
はJSPS

科
研
費 16K
02382

の
助
成
を
受
け
た
も
の

で
す
。

（
注
）

（ 

1
）　

小
松
茂
美『
古
筆
学
大
成
』第
十
五
巻
・
和
漢
朗
詠
集 

三（
講
談
社
・

一
九
九
〇
年
）

（
2
）　

久
曾
神
昇
『
和
漢
朗
詠
集
切
集
成
』（
汲
古
書
院
・
一
九
九
八
年
）

（
3
）　
『
和
漢
朗
詠
集
の
古
筆
』（
春
日
井
市
道
風
記
念
館
・
一
九
九
八
年
）

（
4
）　

田
中
登
『
平
成
新
修
古
筆
資
料
集
』
第
一
集
（
思
文
閣
出
版
・

二
〇
〇
〇
年
）。
山
井
切
と
紹
介
さ
れ
る
が
、
行
間
に
も
界
線
が
あ
る

こ
と
か
ら
別
種
の
切
で
あ
る
。

（
5
）　
『
倭
文
亭
文
庫
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
古
書
画
と
の
出
会
い
―
』（
茶
道

資
料
館
、
一
九
九
七
年
）。
山
井
切
と
あ
る
が
、
縦
の
大
き
さ
、
界
線

の
状
態
か
ら
別
種
の
切
で
あ
ろ
う
。

（
6
）　

古
筆
手
鑑
大
成
編
集
委
員
会
『
古
筆
手
鑑
大
成
』
第
四
巻
・
藻
塩

草
（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
・
角
川
書
店
・
一
九
八
五
年
、
橋
本
不
美
男

解
題
）

（
7
）　

他
の
断
簡
に
比
し
て
縦
が
一
・
五
セ
ン
チ
ほ
ど
短
い
が
、
こ
れ
は

天
地
の
余
白
部
分
が
切
り
落
と
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

（
8
）　

徳
満
澄
雄
「
山
内
神
社
宝
物
資
料
館
蔵
『
古
筆
手
鑑
』（
甲
）
に

つ
い
て
〈
前
承
〉」（『
高
知
女
子
大
学
紀
要
・
人
文
・
社
会
科
学
』
第

三
十
四
号
、一
九
八
六
年
）の
翻
刻
・
解
題
に
よ
る
。
解
説
に
、『
藻
塩
草
』

の
山
内
切
と
比
較
し
て
、「
紙
の
長
さ
、
天
地
間
の
高
さ
（
墨
罫
）、
筆

跡
の
特
徴
、
校
合
の
有
無
、
返
り
点
、
声
点
を
付
し
て
い
る
こ
と
、
紙

質
に
お
い
て
、
そ
れ
と
本
断
簡
と
は
合
致
す
る
」
と
あ
る
。

（
9
）　

注
8
の
解
説
に
は
、
界
間
の
具
体
的
な
数
字
は
あ
げ
ら
れ
て
い
な

い
が
、「
天
地
間
の
高
さ
（
墨
罫
）」
も
『
藻
塩
草
』
と
合
致
す
る
と
の

記
述
か
ら
判
断
し
て
お
く
。

（
10
）　

図
版
の
み
掲
載
の
た
め
、
大
き
さ
な
ど
は
不
明
。
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（
11
）　

注
8
の
解
説
に
は
、「
楮
ま
じ
り
雁
皮
紙
」
と
あ
る
。

（
12
）　

国
文
学
研
究
資
料
館
・
共
同
研
究
（
特
定
研
究
（
若
手
））
研
究

成
果
報
告
『『
和
漢
朗
詠
集
』
の
伝
本
と
本
文
享
受
の
研
究
』（
研
究
代

表
者
・
惠
阪
友
紀
子
、
二
〇
一
八
年
）

（
13
）　

田
中
登
『
古
筆
の
楽
し
み
』（
武
蔵
野
書
院
・
二
〇
一
五
年
）

（
14
）　

こ
の
書
き
入
れ
は
、
朗
詠
江
注
以
外
に
も
伊
予
切
「
風塵

イ

」、
雲
紙

本
「
塵風

」
な
ど
の
よ
う
に
あ
る
。

（
15
）　

傍
書
の
「
迎
〈
江
〉」
の
「
江
」
は
大
江
匡
房
が
所
持
し
て
い
た

伝
本
（
江
本
）
を
指
す
。

（
16
）　

こ
の
書
き
入
れ
は
山
城
切
に
も
「
促迎

」
の
よ
う
に
見
え
る
。

（
17
）　

朗
詠
江
注
を
有
す
る
、
関
西
大
学
図
書
館
蔵
伝
世
尊
寺
行
尹
筆
本

で
も
、
集
付
け
の
数
は
鳳
来
寺
旧
蔵
本
と
比
較
し
て
か
な
り
少
な
い
。

（
18
）　

鳳
来
寺
旧
蔵
本
で
は
、
断
簡
①
304
の
次
に
「
故
橘
工
部
〈
孝
親
〉

被
語
曰
…
…
」、断
簡
③ 

696
の
行
頭
に
「
賀
祖
、父
也
／
伊
呂
波
、母
也
」、

行
間
に
「
朝
綱
日
本
紀
詠
史
…
…
」
と
の
注
が
あ
る
が
、
山
井
切
に
は

見
え
な
い
。

 

（
え
さ
か　

ゆ
き
こ
／
京
都
精
華
大
学
特
任
講
師
）

〈
図
版
資
料
〉
山
井
切
③


